
 

 

掛川市市民チャレンジ公募事業委託 

様式第７号                                                                      

事 業 報 告 書 

団  体  名 スターボードジャパン株式会社 

事  業  名 「SUP×食・職・住」掛川 SUP 大会と海辺の暮らし体験ツアー 

事 業 内 容 

(実施内容とスケジュールを具

体的に記載) 

 本事業は、メインの掛川SUP大会を通じて全国から集まる

参加者に掛川市がSUPに適した地であることを知ってもらう

ことで交流人口を増やすこと、地元企業や空き家をめぐる体

験ツアーを開催することで移住・定住につなげること、SUP

体験を通じて中心市街地の市民にもマリンスポーツに親しむ

機会を生み中心市街地から海岸線地域への賑わいを創出する

ことの３つを目的とした事業である。 

 ３月８日・９日に開催された「掛川SUP大会2025」におい

ては全国から106名の選手が集まった。今回は、風・波ともに好条件

の下で大会を実施することができ、掛川市の海がマリンスポーツにと

って好環境であること、日本でも有数なSUPスポットであることを知っ

てもらう機会となった。また、多くの大会参加者や関係者が、掛川市

内での宿泊・飲食・お土産の購入等の経済活動を行っており、本大会

によって掛川市への経済効果を生んでいることは想像に難くない。 

 また、「海辺の暮らし体験ツアー」については、当初大会参加者を想

定していたが、いきなり「移住・定住」はハードルが高かったため、

ゼミ合宿等で当市を訪れる大学生にターゲットを変更し、８月８日に

京都・大阪方面から来た大学生８名に対し、大東艇庫でSUP体験会や水

上オートバイ乗船体験、昼食（和食処大松にて講話。掛川いも汁等）、

南部企業訪問（リバティリゾート大東温泉、赤ずきんちゃんのおもし

ろ農園など）を実施した。12月に行われた掛川スラロームウインドサ

ーフィン大会と今回のSUP大会参加者向けには、海を通じて移住・定住

につながるチラシを作成し、掛川市の観光・移住パンフレットと併せ

て配付した。 

 

 

 



 

事 業 成 果 

(事業計画に記載した目的、成

果目標及び波及効果に対する

達成度等） 

本事業の１つである「掛川SUP大会2025」には全国から集まった。

波が豊富にある場所での大会は全国でも珍しく、掛川市の海がSUPを含

めたマリンスポーツに適した地である事を多くの人々が知り得る機会

となった。また、本大会では、参加者全員に掛川市の名産品・特産品

や移住定住に関する資料等が配られており、今後の掛川市の交流人口

増加に寄与するイベントとなり、多くの方が動画や画像をＳＮＳでも

拡散しとマリンスポーツのできる掛川市の認知度を上げており、参加

人数以上に掛川市の波に興味を抱く者を増やしている事が伺えており

、時期を選べば参加者の拡大が望めることも成果の一つ。 

 「海辺の暮らし体験ツアー」では、参加者アンケートやヒアリング

から「また掛川市に来たい」、「地方都市、掛川市の良さがわかった」、

「就職候補地に入れる」とのコメントをはじめ、SUPの楽しさや海の安

全面も含め、様々な好意的なコメントをいただくことができた。特に

県外の方にも掛川市南部の認知度向上やイメージアップ、マリンスポ

ーツ競技人口の裾野の拡大につなげることができ、大学生の夏休みの

ゼミツアーの選択肢の一つになり、永続に繋がるものになれば、それ

こそ成果になると思っております。 

 

事 業 期 間 令和 ６ 年 ７ 月 １ 日 ～ 令和 ７ 年 ３ 月 １３ 日 

今後の事業展望 

(反省点・改善点、短期及び中

長期のビジョン、継続性・財源

確保等) 

 「掛川SUP大会2025」は、気温・水温の低い３月に開催。

この時期における掛川市の海は強風コンディションになり、

実際のところ昨年までの参加者が天候（低気温、低水温、強

風等）を懸念して、参加を躊躇ったことも事実。よって、例

年に比べると参加者数は減り、大会のメイン収入であるエン

トリー料も激減。次の大会は６月に変更する案を参加者に問

いかけたところ、ほとんどの選手が好意的に参加意思を示し

てくれた。次回開催は、チャレンジ助成の有無に関わらず、

夏季に変更し、参加者を増やし盛り上げたい。 

 「海辺の暮らし体験ツアー」は、より効果が出るようにマリンスポ

ーツ初心者の学生に変更して実施したが、好意的なコメントをたくさ

んいただくことができたため、今後も掛川市の事業と弊社の持つマリ

ンスポーツ事業と連携・協力し、掛川市民がＳＵＰ大会に参加し生涯

スポーツになるように取り組む。 

大会参加者には、弊社のネットワークを生かし、いきなり移住・定

住は難しくても、週末だけの関係人口増加や二拠点居住に繋がるよう

な「サーフタウン掛川」に向けたPRや声かけに協力したいと思う。 

 



 

  

  エントリー総数 106 名 SUP サーフィン 69 名、 SUP レース 37 名 



■ 掛川 SUP 大会 2025

近年の掛川 SUP 大会においては、参加者が増加傾向（2022 年度 160 名、2023 年度 200 名）にありま

したが、今年度の参加者は 106 名と例年に比較して減少していました。この理由としては、開催時期

である３月の気温・水温の低さ、および風の強さが影響していると考えています。 

昨年度において、SUP サーフィンの日（2024 年３月９日）は冬型（西高東低）の気圧

配置で遠州灘のからっ風が吹き荒れ、 SUP レースの日（2024 年３月 10 日）は冬型が緩ん

だものの寒気に向かって強い西風が吹きました。そのため、 SUP サーフィンは希望者の

みのスーパーセッション、 SUP レースはウェーティング後に実施しましたが、リタイア

する者が多数出ました。これらは、昨年と同時期（３月）の開催となった今大会におい

て、エントリー数が伸び悩んだ理由の一つであると考えています。 

また、今年度は日本各地が相次いで強烈な寒波に襲われており、同期間の平均気温は

例年よりも低値を示しておりました。この寒波による影響も受けて、参加者数が昨年度

よりも少なくなったと考えられます。 

次回の掛川 SUP 大会の実施について、開催時期を気温・水温が暖かい時期に変更する

案を参加者に問いかけたところ、ほとんどの選手が好意的に参加意思を示してくれまし

た。また、暖かい時期への変更によって、より掛川市民の参加を促すことが可能となる

と思われます。 

 

 

 



大会前後の天気 

 
天気図を見ると３日前の 3/5 に南岸低気圧が進み、関東は雪で波高も上がっていた。 

６日、７日には西風が吹き、冬の遠州灘となっていたが、大会当日は高気圧に覆われ、波もなくな

り、地味なコンディションになるのでは…と、天気図から波は上がる要素がないものの、その期待を裏

切り、なんとセットは入ってきていた。 

手頃中の手ごろでセットで波をキャッチできる、運営側からすると最高に安全で安心な日となった。 

 

しかし、後から追いかけてきた寒気によって、3/8 はすごく寒い一日となった。 

 

3/9 は寒さも緩和され、波は残らないと予想していたが、この時期では奇跡的に素晴らしいコンディ

ションになった。 

今年は、誰もコンディションでのリタイヤ無く、楽しいサーフレースを行うことができた。 



バナー＆挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

中釜代表取締役                掛川市会議員 富田 まゆみ様 



掛川市との共同開催 

掛川 SUP 大会 2025（以下、今大会）においても、掛川市から多大なるご協力・ご支援を賜りました。

これらのサポートのお陰で、今大会も全国各地の多くのマリンスポーツ愛好家に対して、温暖で波が豊

富な掛川市の海の魅力を感じてもらうことができました。多くの参加者から「また訪れたい」という言

葉を聞くことができ、今後もこの機会を続けていくことで、何度もこの地に足を運んでくれる方々が増

えていくことが予想されます。それは、掛川市の地域活性化・交流人口の増加に大きく貢献することが

できると考えられます。 

今大会は、掛川市の市民チャレンジ公募事業という機会をいただき実施することができました。今回

のチャレンジによって、掛川市の海が SUP を含めたマリンスポーツに適した地であることを多くの人々

に知ってもらうことが出来ました。掛川市の豊かで美しい砂浜を、持続可能な形で利用しながら海浜資

源を生かした賑わい創出に繋げるためには、今後もマリンスポーツのイベントを環境整備も含めて継続

していくことが大事かと思います。また、この機会を通して掛川市民にもマリンスポーツにチャレンジ

する場を創出し、自分たちの住んでいる地域は “マリンスポーツの街”であるという認識を持っても

らえるような環境を、この官民共同の連携事業で作り上げていきたいと考えています。 

今大会の受付時には、全国各地から集まった参加者に、掛川市に関する様々な資料（移住・定住関係

を含む）を受け渡しできました。このような場での宣伝は、掛川市の魅力を感じているターゲットに対

して効果的・効率的に掛川市の魅力発信を行うことが出来るので今後も継続できたらと思います。 

 

 

 



今大会での協力体制について  

掛川観光協会大東支部様 

 

 

賞品・景品を喜んでいただく選手達、掛川 SUP 大会でもらったと家に喜んで持ち帰ります。 

観光協会のご協力をいただき、掛川市の魅力を存分に感じてもらえる賞品・景品を選手全員にお渡しす

ることが出来ました。また、掛川市内のパンフレットやお茶などの配布も行わせていただきました。 

毎年、ご協力、対応、本当にありがとうございます。 



ファクトリーゼロ様＆ジェットパイロットジャパン様

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＳＵＰドーリー                  ライフジャケット 

 

 

 

レスキュー機材の展示 今年も多大な協力を頂いております。 



静岡スバル様 

「水辺の事故ゼロ」活動に取り組む「静岡スバル」さんが、昨年に引き続き大会の応援にお越しくだ

さり、今年はライフセービングカーとしても使用している「フォレスター」の展示や、自社で取り扱っ

ている近距離モビリティ、電動車イス「WHELL」の試乗なども行い、大会を盛り上げてくれました。 

 安全な大会を目指し運営している当大会を自社のホームページ等で紹介いただいています。 

 

 

ライフセービングカーとしても使用している「フォレスター」と近距離モビリティ「WHELL」 

 

  

電動車イスの試乗体験。ボードを持っても楽々移動。 

 



植樹祭との連携 

 

導線と駐車場の配置を決め、混雑を解消できるように配慮をして頂くことができました。 

また、植樹祭に来られた多くの市民、関係者も大会を見て頂けとても良いタイミングだったと思いま

す。 

 

 

久保田市長ともお会いできて、一緒に写真も撮らせていただきました。 

 



特別賞 

 

↑スタッフ田屋敷さんより故郷の九州からなんと有名な「森伊蔵」を協賛に!! 

懇親会  Day1 夜の部（3/8）  

       コロナ禍により中止とされていた宴を今年は復活                                 

うれしく挨拶をする中釜代表 

 

 

                          

 

 

 

 

↑ちょうど誕生日と重なった Champion 増田君 



◯全国各地から集まった日本を代表する SUP 選手と SUP 愛好家たち 

  

 

参加選手の中には世界選手権の日本代表経験者もおりました。SUP サーフィンや SUP レースにおい

て、日本を代表する選手たちが参加する大会でありながら、大会への出場経験がほとんどないビギナー

まで様々なレベルの方が、今大会を目的として掛川市を訪れています。また、年齢層も 10 代前半〜60

代までと幅広く、みんなが一緒になって掛川市の海で思い出を共有できたことで「またここを訪れた

い」と思う場所、イベントになっています。



競技報告【SUP サーフィン部門】３月８日 

開催場所：静岡県掛川市リバティーリゾート大東温泉前 

 

大会模様 

今年は天候にも波にも恵まれ、掛川市の波の豊富さをより感じられる大会となりました。今年から

「Live heats」というオンラインのジャッジシステムを用いており、進行表から結果までが全て自分の

携帯端末見られるようになっていた為、これまでの大会よりもスムーズな運営が可能になっています。

最先端の技術によって、次大会に時期変更によって参加者が大人数になった場合の対応も想定すること

が出来ました。 

 

 

 



表彰者の皆様 

 

 



 



 



 

 
























